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げている。さらに 2000 年には小児保健法（Children's Health Act）を制定し、国立小
児保健発達研究所に全米子ども調査を実施する権限を与えて、調査実行のための準備を進
めてきた。さらに、2009 年 1 月から、年間約 100 億円を越える予算を投入する大規模疫
学研究が開始された。我が国でも環境省は小児の環境保健に関する検討を行ってきたが、
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2007 年までに約 9 万人が調査に
参加している。追跡は 6 歳まで行
うこととなっている。デンマーク












































































































　厚生労働省は 2001 年 1 月 10





































































































































のために 2003 年から 2007 年ま




















































































































1)　NIH News, National Children’s Study Begins Recruiting Volunteers, 2009 年 1 月 13 日：
http://www.nichd.nih.gov/news/releases/jan12-09-NCS-Recruiting.cfm
2）　The National Children's Study Research Plan,  September 17, 2007.：
http://www.nationalchildrensstudy.gov/research/studydesign/researchplan/Pages/ResearchPlan.pdf

















独立行政法人 国立環境研究所 環境健康研究領域 環境疫学研究室 室長
執筆者プロフィール
専門は環境疫学。大気汚染物質の健康影響に関する疫学研究で、小学生など一般住民
を対象とした調査や屋内・屋外の空気中汚染物質への曝露量評価などに従事してきた。
中央環境審議会臨時委員。
http://www.nies.go.jp/
